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Q1 雨水出水浸水想定区域とは？ 

水防法第 14 条の 2 に規定される、想定最大規模降雨により公共下水道等の排水施設の排水能

力を上回り公共下水道等の排水施設に雨水を排除できなくなった場合又は放流先の河川の水位上

昇等に伴い公共下水道等の排水施設から河川等に雨水を排除できなくなった場合に、浸水が想定

される区域のことです。 

 

Q2 雨水出水浸水想定区域図が必要な理由は？ 

平成 27 年に水防法が改正され、想定し得る最大規模の内水に対する避難体制等の充実・強化

を図ることが示されました。これにより、都道府県知事または市町村長は、内水により相当な被

害を生ずるおそれがある下水道を「水位周知下水道」として指定し、水位周知下水道に関して

は、想定最大規模降雨に対する雨水出水浸水想定区域を指定することが必要となりました。さら

に、近年の被害状況を鑑み、令和 3 年に水防法が改正され、水位周知下水道以外でも想定最大規

模降雨に対する雨水出水浸水想定区域を指定が必要となりました。  

 

Q3 雨水出水浸水想定区域図はなにを基に作成したか？ 

「内水浸水想定区域図作成マニュアル（案）（令和 3 年 7 月 国土交通省発行）」に基づいて作

成しています。 

 

Q4 雨水出水浸水想定区域に指定された箇所は？ 

雨水出水浸水想定区域図において、赤枠の下水道事業計画区域内の着色された箇所を「雨水出

水浸水想定区域」として指定しています。 

 

Q5 雨水出水浸水想定区域図と内水ハザードマップの違いは？ 

雨水出水浸水想定区域図は、想定最大規模降雨により浸水が想定される区域を示したものであ

り、それを基に、内水による浸水情報と避難方法等に係る情報を住民にわかりやすく示したもの

が内水ハザードマップです。 
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Q6 想定最大規模降雨とは？ 

1 年の間に発生する確率が 1000 年に 1 回程度の降雨のことです。本市の想定最大規模降雨

は、「内水浸水想定区域図作成マニュアル（案）」で定める時間最大雨量 153mm としています。

（平成 28 年 8 月 22 日の大雨の時間最大雨量 63mm を引き延ばして 153mm としています。） 

 

Q7 想定最大規模降雨と同等の雨は実際に降ったことがあるのか？ 

想定最大規模降雨は、現状の科学的知見等を踏まえ、利用可能な気象観測等の結果を用い、

現時点において想定し得る最大規模の降雨を設定しています。降雨の発生頻度は極めて小さい

事象（概ね 1000 年に 1 回程度）ですが、実際に発生する可能性はあります。 

実際に千葉県香取市では、平成 11 年に 1 時間当たり 153mm の降雨を観測したことがありま

す。 

 

Q8 浸水シミュレーションとは？ 

地盤高等の地形情報、主要な下水道や水路等の排水施設、放流先である河川の状況等をコンピ

ュータの中に再現し、任意の雨を降らせた場合、どのように浸水するのかを総合的に解析するも

のです。 

 

Q9 浸水シミュレーションの条件設定は？ 

想定し得る最大規模の雨（時間最大 153mm、総雨量 249mm）がさいたま市全域に降り、放流

先河川の水位が堤防高まで上昇した場合を想定して浸水シミュレーションを行いました。 

放流先河川の水位が氾濫の危険がある水位まで上昇する想定のため、ポンプ場、排水機場、ゲ

ート等の操作は停止しています。 

 

Q10 河川が氾濫した場合（外水氾濫）は考慮しているのか？ 

国や県が管理している一級河川の外水はん濫（外水）は考慮していません。一級河川の外水は

ん濫（洪水）による浸水想定区域を確認されたい方は、洪水ハザードマップをご確認ください。 
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Q11 表示する浸水深を 10cm 以上にした理由は？ 

「多段階の浸水想定図及び水害リスクマップの検討・作成に関するガイドライン（令和 5 年 1

月 国土交通省発行）」の考え方を踏まえています。同ガイドラインでは、浸水深の段階区分に

おいて 10cm 程度以上を、住民の行動や被害認識に影響を与える目安の一つとしており、これに

準拠することで、国・他自治体との表示水準の統一性を確保しています。 

 

Q12 浸水深の目安は？ 

具体的な浸水深については、「内水浸水想定区域図作成マニュアル（案）」に基づいて表示して

おります。浸水深の目安は次のとおりです。 

0.5m：1 階床高に相当する浸水深 

3.0m：2 階床下に相当する浸水深 

視覚的なイメージにつきましては、下図を参考にご確認ください。 

 

 
出典：国土交通省「内水浸水想定区域図作成マニュアル（案）（令和 3 年 7 月）」   
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Q13 浸水が想定されない箇所は安全か？ 

雨水出水浸水想定区域図は、想定される浸水深が 10cm 未満の区域は表示していません。ま

た、想定される浸水区域や浸水深は、雨の降り方や土地の形状及び河川・下水道の整備状況など

により変化するため、大雨の際に必ずこの地図に示すとおりに浸水するということではなく、浸

水が想定されていない地域でも状況によっては浸水することもあるため、十分に注意してくださ

い。 

地盤高などの地形情報は国土地理院提供の標高データ（平成 26、27 年、令和元年実施のレー

ザー測量結果）をもとに作成しているため、現在の土地利用状況と異なる場合があります。 

また、背景の地形図は令和 7 年 3 月に作成されたものを使用しているため、最新の地形と異な

る場合があります。 

地盤高測量以降に区画整理事業や開発等で造成されている地域は、地盤高データと背景の地形

図が整合していない場合があります。 
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Q14 過去の浸水実績は反映されているのか？ 

今回の雨水出水浸水想定区域図は浸水シミュレーションにより浸水想定区域を作成したもので

あるため、過去の浸水実績は反映しておりません。 

浸水実績の有無に関わらず、大雨等による浸水の危険性が高い区域を示しています。 

 

Q15 過去に浸水実績がある箇所が浸水想定区域図で示されていないが、間違って

いないか？ 

過去に浸水実績がある箇所が浸水想定区域図で示されていない理由としては、浸水実績があっ

た当時より河川や下水道施設等の整備が進んだこと、造成などによる土地形状の変化があったこ

と、10cm 未満の浸水を表示していないことなどが考えられます。 

また、浸水シミュレーションはあくまでも河川や下水道等の能力不足によって浸水が想定され

る区域を示しているため、落ち葉などが雨水桝に詰まったことなどによる浸水や、国土地理院の

レーザー測量（5m メッシュ）に現れない局所的なくぼ地の浸水などが表現できていないためと

考えられます。 

 

Q16 過去に浸水実績のない箇所が浸水想定区域図で示されているが、間違ってい

ないか？ 

想定最大規模降雨は、本市の既往最大降雨を上回る降雨であるため、過去に浸水していない場

所でも浸水する可能性があります。 

（本市の既往最大降雨：94.0mm/h 令和 2 年 8 月 12 日に浦和区木崎出張所で記録） 

 

Q17 「さいたま市内水ハザードマップ（令和 3 年 4 月版）」に比べて、着色されて

いる範囲が減っているのはなぜか？ 

「さいたま市内水ハザードマップ（令和 3 年 4 月版）」作成時と比べて、シミュレーションに

使用するソフトウェアの解析精度向上や、下水道や水路の整備状況に伴い排水施設を新たに追加

することで、浸水箇所（着色されている範囲）に変化が生じています。 

また、過去のハザードマップでは、25m×25m の四角形メッシュでシミュレーション結果を表

示していましたが、今回はモデル内で定義している三角形メッシュ（TIN データ）のままシミュ

レーション結果を表示しています。 
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Q18 TIN データとは？ 

シミュレーションで使用する地表面を表現したメッシュデータです。国土地理院提供の標高デ

ータ（平成 26 年〜27 年実施のレーザー測量結果）を基に、さいたま市全域の地形の凹凸を最大

100 ㎡、最小 25 ㎡の三角形メッシュで表現しています。四角形メッシュに比べてより詳細に地

形を再現できるため、実際の地形状況に近いシミュレーション結果を確認することができます。 

 

   
三角形メッシュ結果 四角形メッシュ結果 

 

Q19 今後、この浸水を解消するための整備の予定はあるのか？ 

 雨水出水浸水想定区域図は、浸水リスクを確認していただくことによって、速やかに避難でき

るよう活用することを目的としておりますので、今回、設定した想定最大規模降雨に対応する雨

水整備の予定はありません。 

拡大図 拡大図 25m 

25m 

25m 

25m 


